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通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 

最近の業績動向を踏まえ、平成 25 年５月 10 日に公表しました平成 26 年３月期（平成 25 年

４月１日～平成 26 年３月 31 日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたので、お知らせ

いたします。 
 

１．平成 26 年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成 25 年４月１日～平成 26 年３月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 百万円

18,912 
百万円

1,024 
百万円

1,003 
百万円 

557 
  円  銭 

  68 23 

今回修正予想（Ｂ） 18,573 690 688 291  35 58 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △339 △333 △314 △265 － 

増 減 率（％） △1.8 △32.6 △31.3 △47.6 － 

（ご参考）前期実績 

（平成 25 年３月期） 
18,026 913 900 463 65 23 

 
２．平成 26 年３月期通期個別業績予想数値の修正（平成 25 年４月１日～平成 26 年３月 31 日） 

 売上高 経常利益 当期純利益 １株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 百万円

18,549 
百万円

970 
百万円 

527 
   円  銭 

   64 66 

今回修正予想（Ｂ） 18,196 639 309 37 70 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △353 △331 △218 － 

増 減 率（％） △1.9 △34.1 △41.5 － 

（ご参考）前期実績 

（平成 25 年３月期） 
17,737 926 489 68 92 

 
３．業績予想の修正理由 

（１）個別業績予想の修正理由 

 収益の基礎となる塾生数につきましては、年間を通じて前期比102％前後で堅調に推移してま

いりました。しかしながら、非受験学年の集客が予想を下回ったこと、２月・３月の年度更新時

期におきましても、入塾時期の分散化傾向及び後ずれにより、新年度生が期待したほどには伸び

なかったこと等により、計画値には至りませんでした。この影響から、当社単体の売上高は前回

予想を1.9％下回る見通しとなりました。 

費用面につきましては、校舎運営の効率化による労務費・地代家賃の増加抑制や、集客への影

響が少ない経費の削減に努めてまいりましたが、売上高の減少を補うには至らず、経常利益は前

回予想比34.1％減の639百万円、当期純利益は41.5％減の309百万円となる見込みです。 

 



（２）連結業績予想の修正理由 

連結業績予想につきましては、個別業績予想における修正理由に加え、経営資源の有効活用等

を検討した結果として、子会社が所有する不動産の売却を決定したことにより、減損損失66百万

円を特別損失に計上する予定です。その結果、連結の売上高は前回予想比1.8％減の18,573百万

円、営業利益は32.6％減の690百万円、経常利益は31.3％減の688百万円、当期純利益は47.6％減

の291百万円となる見込みです。 

 

以 上 


